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　　　　　　　キ邨f －扨だ　林峯XJ

　B的　矩期久'? 象吹系,|。:升Iず4.-ft４ 4L駁禽の軋択 1*トv|ヽ・ず|・斧腎摩祉:A大毒ノトll･万同|俸|,ヽ

い≫ が｀りー眼・i.お･いも布野/-. 仁べ･数i 同j^・允乳化wv'£あ1 ヽヽi にヽX／泰. 本研も･-i ,

侃mﾒ,f,'. ｓ けいt*≪ft恢責・恢-fe内‰・A 7 ヽ7 7 恥^;｀・tu良化fc '* おヽり・あヽ貳糾'i試

>f i むのが力^ 。今回･i，%.遥も＆。おり^*
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受知条，岐与≪: ・あi私玄孫八＆疾押%.t. ヽz おこ,々つし，調tt 一回収歓ヽ3 . 7ユ| ざ

あっ仁.
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９ Ｊ 2-や植の^ It ●々扨たが圧倒e^ .'.11 <. .　iの他M庄層タ哺習X . ^ 家庭エ｡ぼ』以・，-r

伽^ X.哨侑a Jヽ,･いヽ-i所以落亨あ?. K ^ ず｀略い。レf･｡吠，・, M住4 ^ j * 穆当^ 各琴泉

も非串動t いう狐火が式f vヽあ^ ．簡s.に＆≪i 脈尺,･みいマt r は層唸i 。秀匯穀象のヽヽ

i).狐仙jn ろ到･ヽ導r-≪a ヽい　ヽｸヽ･>) 匂叉岐%6、3'i，昭ざり, 修痕^歓肴の本象･･力一ﾘ

i関心－つ，ヽ今暇v. ・-I　^ 唾ヽ灸繊の叉防犯疹を試片乙バf ･£●-- 弧3,ヽヽi･ヽれ嘩ぶ関

･O ≪斡｡ll.,? . ″筰帯心哨へi;が力るよぷ丿割励, ^今し圀にヽ･fi＼-あ%i ぶ荊わ刺ヾ,? 靭争いft
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D 24 短期犬今におげう雇傭娩軟膏のも軋に関ｲi>研柘（為^俣）

　　　　嫌大生lのし依盾琴」について・息餓　　　　　5エ関々%一雄丸　o 三島劇麦

　　　　　　　高墟參｝艇為直裏　義気&奮多　　卑情学眼そ｝矩火　新田米5
　　　　　　　市切喩・扨K　紘輩豪t

且幽ﾚ　本|研靴め万主|恥工慧I 報､万ｃ万準ず^｡I　本報-£ヽI*　限/丸まめ往瀕導に:つ:い-rの麦載の鮮

明奮μみる。

方咳　第1報､万１万律ずー|。

紹|藪|姓火に|め農希導|についての光臓に團|ｻす ^玄ｻﾌ|粕栗､ま|攻のと-aりであ|ろ.

　Ｏ「/住μ咎j I* と･'<nくらい皇尊^y耕a flヽにっいての噌をの光撒に関して分析乙仁部果、

孝午、卑皮の如何にヵヽ々ヽわりず5割以上£7）今生が″重雲・ヽ･あ」ユとし　ｒ乗客で匂ごいＪ　と

-£[･5労生lぷ1 割以､下t-･蔀っ了、

　2）「往葦今」雁侈の有無にぶって屈居孝I-1すt 9 意瞰に袁il-みられ、履穆青かあ多い

刮

　3）屈居孝1 いと漣修してぃ匂:い啄t≪）/(i鳶刺こ対-i 多期仔度に園し1 は、「期倚に

いろJ が約I 劃I'-忖しﾉ、「期倚してぃびい」が､約3 fi]ヒ塚ッておヽり、りM居參』こ樗々る

孝^び期修司やダワ裾/い。

　千）農居咎の時関赦ぽ遥レ］ての奴大n'^圧倒的であ乃■!!<、それに対して「ちょ･うどよい

」豹"^いぼ「わ-」ヽら尽い」ヒす-i 禄・が大手含占めていた。

　こ(!) 13.ヵヽ　島後までの「農場」に肉すう考習iLtt- およびis.犬-t･｀の「雅盾孝」滝#峻め感

徳ぢど　槽＼.ヵ島眠叫妬脱にりい１報佑すう。


